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第１８５号                              令和2年5月 

 

 

発行 日吉台学区社会福祉協議会 
 ホームページ http://orchidturtle6.sakura.ne.jp  

ご あ い さ つ 

 

 日吉台学区の皆様には、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

 平素は当協議会の運営に対し、格別のご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、本年度の定例総会において当協議会会長に再任され、就任することになりました。 

昨年度は、住民全体の交流を深める事業をはじめ、高齢者の自立支援事業に加え、子供育成事業 

についても、皆様の暖かいご支援、ご協力のもとに取り組むことができました。 

 今年度も、皆さま方のご協力を得ながら、事業を推進するところでございますが、当初から新型 

コロナウイルス感染防止のため、事業を中止せざるを得なくなりました。 

一日も早く、新型コロナウイルスの感染が終焉を迎えることを願いますと共に、今後も、「住み 

続けたい町日吉台」を目指して、地域福祉活動の充実に努めてまいりますので、引き続きご指導、 

ご鞭撻を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

 

令和2年度の社交総会は、新型コロナウイルスの影響で書面回答による方式で実施しました。 

その結果、事業報告、決算報告、新社協役員、理事・評議員、事業計画、予算案等について、 

原案どおり承認可決いただきました。 その主なものを紹介します。 

令和2年度 活動方針 

◎ 基本方針 

昨年度に引き続き『ふくしのまちづくり計画』に基づいて地域福祉の向上のため、高齢者から 

子ども達まですべての住民 具体的推進策 

○ 敬老のつどいの開催 

日吉台にお住まいの高齢者の長寿をお祝いする式典「敬老のつどい」を市民センターで、開催 

します。 

○ ささえあい事業の実施 

高齢者の生活支援等住民相互の支え合い・助け合いの活動を通じて、思いやりのある住みよい 

町になるよう、支え合い事業を推進します。 

○ ふれあいサロン日吉台の実施 

地域住民の交流と親睦を図るため、いろいろな催しを楽しむ「ふれあいサロン」、健康寿命 

をのばす「すこやかサロン」、百歳体操など健康づくりを行う「いきいき体操サロン」、自然 

や名所旧跡に親しむ「おでかけサロン」、若いお母さん達の親睦を図る「ママ友サロン」など 

のサロン活動を充実させます。 

○ ふれあい給食事業の実施 

ひとり暮らしの高齢者を対象に手作り弁当を月１回お届けし、見守り活動を行います。 

本紙は、皆様の自治会費の一部により発行させていただき、学区内全戸に配布させていただいております。 

【日吉台の福祉】で 

 

日吉台学区社会福祉協議会 

会 長  呉 屋 之 保 

 

令和2年度 日吉台学区社会福祉協議会総会報告 

http://www.geocities.co.jp/HeartLand/7592/
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○ 寺子屋プロジェクト（マナ✩ビバ）の実施 

長期休暇中の学習支援と子どもたち自身が考えた企画で思い出に残る楽しい寺子屋活動を 

実施します。 

○ 子ども食堂の開催 

社協ボランテイアの皆さん手作りの昼食を子どもたちと大人が大勢で一緒に食べることで 

交流を深め地域で子育てを応援します。 

○ ふれあい農園の活動 

野菜の栽培・収穫を通じて会員相互の交わりを深め、子どもたちの学習とふれあいの場を 

広げます。  

○ 福祉のまちづくり講座の開催 

安全で豊かな生活環境の維持と改善を話し合い、健康な生活を送るための知識・情報を 

学ぶ「福祉のまちづくり講座」を開催します。 

○ 広報紙の発行及びホームページによる情報発信 

1）広報紙「日吉台の福祉」を年３回発行して全戸配布します。 

2）ホームページの更新・管理。 

○ 社会福祉諸団体との連携 

市社協や、比叡ブロック社協などの関係団体と情報交換や交流を図ります。 

 

◎ 令和元年度 収支決算 及び 令和2年度 収支予算           （ 単位：円 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       
     なお、社協の子ども食堂助成予算は「なし」となっていることは、子ども食堂の前年度繰越金 

     があるため、本年度の助成金が無くても運営可能として前記事業助成金には含まれていません。 

項     目 令和元年度決算額 令和2年度予算額 

収 

入 

の 

部 

 前年度繰越金 459,640  539,155  

 大津市敬老祝い金 150,000  150,000  

 市社協助成金 569,110  612,310  

 共同募金助成金 200,000  0  

 自治連助成費 383,300  382,900  

 福祉事業賛助金 371,000  300,000  

 雑収入  75,757  20,000  

合     計 2,208,807  2,004,365  

 

 

 

 

 

支 

 

出 

 

の 

 

部 

 事業助成金 725,112  467,000  

 研修費 115,820  120,000  

 市社協負担金 111,800  112,700  

 福祉まつり開催費 392,951  351,000  

 歳末助け合い募金 70,600  70,000  

 比叡ブロック社協分担金 30,000  30,000  

 機器設備費 0  20,000  

 渉外費 11,700  20,000  

 事務費 80,958  80,000  

 慶弔費 0  10,000  

 旅費 3,880  10,000  

 保険料 121,520  91,400  

 福祉基金積立金 0    0  

 予備費 5,311  10,000  

 次年度繰越金 539,155  612,265  

合     計 2,208,807  2,004,365  



3 

 

 

◎ 令和2年度 社協役員・評議員・運営委員の名簿             ✮印は 運営委員を兼ねる 

役職名 氏 名 役職名 氏 名 役職名 氏 名 役職名 氏 名 

会 長 呉屋 之保  理 事 六浦 抄江 評議員 日野 倫将 ✮ 評議員 葛原 喜明 ✮ 

副会長 岡井 信太郎 理 事 森  育寿 ✮ 評議員 高村 ひろ子✮ 評議員 西山 勝治 ✮ 

事務局長 竹村 幸子 理 事 高村 克彦 評議員 津田 裕之 ✮ 評議員 衛藤 彰男 ✮ 

事務局次長 北村  稔 監 事 多賀 尚幸 評議員 早川 保夫 ✮ 評議員 小島 雄一 ✮ 

事務局次長 奥山 重樹 監 事 石岡 一葉 ✮ 評議員 大江 不二雄✮ 評議員 清水口 稔 ✮ 

事務局次長 原田 和彦 評議員 岡崎 一郎 評議員 杉原 邦夫 ✮ 評議員 黒井 志穂 ✮ 

事務局次長 大石 憲次 評議員 北野 和男 評議員 今江  亮 ✮ 評議員 片岡 マユミ✮ 

事務局次長 中川 せつ子 評議員 山下 英子 評議員 宇野 麻紗子✮ 評議員 坂口 博子 ✮ 

事務局次長 村田 信子 評議員 藤田 保雄 評議員 加藤 速雄 ✮ 評議員 川越 久聖 ✮ 

事務局次長 吉川 康代 評議員 生田 直子 評議員 上川  健 ✮ 評議員 川越 節子 ✮ 

事務局次長 廣田 光俊 評議員 山本 直樹 評議員 森嵜 隆之 ✮ 評議員 前田 知子 ✮ 

会 計 秋本 重夫 評議員 藤田 嶺子 ✮ 評議員 村澤 聡子 ✮ 評議員 阿部 則子 ✮ 

理 事 林  賢三 評議員 木村 啓代 評議員 細川 俊行 ✮ 評議員 山田 與四一✮ 

理 事 北海  彰 評議員 藤井 里香 評議員 角田  豊 ✮ 評議員 四ッ橋千鶴子✮ 

理 事 折坂 明子 評議員 井崎 好宜 評議員 飯島 繁美 ✮ 評議員 浅山 鞠子 ✮ 

理 事 青野 邦彦 評議員 松代  弘 評議員 多田 幸生 ✮ 評議員 小野山 博人✮ 

理 事 石井 泰雄 評議員 熊川 芳彦 評議員 石井 裕子 ✮ 評議員 矢橋 みどり✮ 

理 事 中野 義勝 評議員 城  宣子 評議員 中尾 善三郎✮ 評議員 松宮 恭子 ✮ 

理 事 新田 敏文 評議員 山中  梓 評議員 丸山 郁夫 ✮ 評議員 横山  隆 ✮ 

理 事 渡邊 まり 評議員 高木 大祐 評議員 石島 邦男 ✮ 評議員 森下 容子 ✮ 

理 事 土屋 和子 ✮ 評議員 松島 賢司 ✮ 評議員 伏木 秀文 ✮ 評議員  

理 事 野々口 義信 評議員 森田 やよい✮ 評議員 村上 正利 ✮ 評議員  

理 事 粟津 広之 評議員 奥村 顕一 ✮ 評議員 武政 恵美 ✮ 評議員  

 

 

 

昨年度まで原則として毎月第２水曜日に開催していました「すこやかサロン」の開催を、今年度から２か月毎

第２水曜日に開催することになりました。 

原則として ４月,６月,７月,１０月,１２月(ふれあいサロンと共催),翌２月の年６回開催の予定ですが、 

令和２年度の「すこやかサロン」の開催予定は、新型コロナウイルスの件で、① ７月８日 ② １０月１４日 

③ １２月２３日（(ふれあいサロンと共催)） ④ 令和３年２月１０日 の４回となります。 

第４水曜日の「ふれあいサロン」（目的：交流と親睦を図るため、いろいろな催しを楽しむ）と「すこやかサロン」

（目的：いつまでも元気に過ごせる健康寿命を延ばす）の開催趣旨が違うので、スタッフはいろいろ努力し、 

工夫を凝らして企画して来ましたが、どうしても一部に傾向が似通う点が見られました。そのためか、参加人数

があまり増えないのが実情でした。そこで スタッフ の準備期間を十分に取って さらに皆様に喜んでいただけ

る企画にして行きたいと考えております。 

 また 「すこやかサロン」、「ふれあいサロン」及び「子ども食堂」の賄い（献立、食材買出し、調理）を永年 

お世話して下さったボランテイアの方々の健康も考慮させていただいた次第でもあります。 

これまで足を運んで下さった皆様にはご迷惑をおかけする事になりますが、何卒ご理解下さいますようお願い

いたします。 

「すこやかサロン」の開催月数の変更について 
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○ 滋賀県健康医療福祉部薬務感染症対策課 

     TEL 080-2470-8042 FAX 077-528-4865 （ 平日・土日祝日 24時間 ） 

○ 大津市保健所 

     TEL 077-526-5411  （ 平日・土日祝日  8時40分～20時まで ） 

     TEL 080-2409-1856 （ 平日・土日祝日 夜間 20時～翌 8時40分まで ） 

 

     TEL 0120-565-653（フリーダイヤル） （ 平日・土日祝日  8時～21時まで ） 

 

 

 

 

 

電話相談窓口 

 

新型コロナウイルス感染症に関連した不審電話やメールにご注意ください。 

心配な方は『 188 』へお電話下さい。 

帰国者・接触者相談センター 

厚生労働省が開設した電話相談窓

口 


